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(54)【発明の名称】 有機ＥＬ表示パネル及びその製造方法

(57)【要約】
【課題】  封止作業が容易にでき、軽量化が可能で、効
率的且つ高精度な生産が可能であり、しかもガラス基板
の表示面を有効に活用することが可能な有機ＥＬ表示パ
ネルを提供する。
【解決手段】  ガラス基板１には、ガラス製の封止部材
４が接着剤層３を介して接着されている。封止部材４に
は、ガラス基板１上に形成された有機ＥＬ層２の配置に
対応して複数の封止凹部４ａが形成されており、この封
止凹部４ａ内には乾燥剤装填用のポケット部４ｂが形成
されている。各有機ＥＬ層２は個別に封止部材４の封止
凹部４ａに覆われて外気から遮断された状態になってお
り、ガラス基板１をカット位置ａで切断し、封止部材４
をカット位置ｂ，ｃで切断することにより、各有機ＥＬ
層２を単位とする分割された有機ＥＬ表示パネルを形成
する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  有機ＥＬ層が配置されたガラス基板に対
して、該有機ＥＬ層を封止する封止部材を接着してなる
有機ＥＬ表示パネルであって、
前記封止部材は、一枚のガラス製部材に、前記有機ＥＬ
層の配置に対応する封止凹部が形成され、該封止凹部に
乾燥剤が装填されるポケット部が形成されてなることを
特徴とする有機ＥＬ表示パネル。
【請求項２】  前記封止部材は、前記有機ＥＬ層を囲う
接着剤層を介して接着され、該接着剤層を紫外線硬化型
樹脂によって形成したことを特徴とする請求項１記載の
有機ＥＬ表示パネル。
【請求項３】  一枚のガラス基板上に複数の有機ＥＬ層
を配置する工程と、
前記複数の有機ＥＬ層の配置に対応する複数の封止凹部
が形成され、該封止凹部の各々に乾燥剤ポケット部が形
成された、ガラス製の封止部材を用意し、該封止部材の
前記乾燥剤ポケット部の各々に乾燥剤を装填する工程
と、
前記封止部材の封止凹部を前記ガラス基板上の有機ＥＬ
層に対して位置決めする工程と、
前記ガラス基板と前記封止部材とを、前記有機ＥＬ層を
個別に囲う接着剤層を介して接着させる接着工程と、
前記ガラス基板及び封止部材を各有機ＥＬ層単位に切断
し、個別の有機ＥＬ表示パネルを形成する工程を含む有
機ＥＬ表示パネルの製造方法。
【請求項４】  前記接着剤層は、封止部材又はガラス基
板の接着面上にスクリーン印刷によって形成される紫外
線硬化型樹脂層であることを特徴とする請求項３記載の
有機ＥＬ表示パネルの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、基板上に発光層を
含む有機ＥＬ層を形成した有機ＥＬ（エレクトロルミネ
ッセンス）表示パネル及びその製造方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】有機ＥＬ表示パネルは、ガラス基板上に
ＩＴＯ等の透明電極からなる陽極を形成し、その上に有
機化合物からなる発光層を含む有機膜を形成し、その上
にＡｌ等の金属電極からなる陰極を形成した有機ＥＬ素
子を基本構成としており、この有機ＥＬ素子を単位面発
光要素として平面基板上に配列させることで画像表示を
行うものである。
【０００３】この有機ＥＬ表示パネルは、有機膜及び電
極が外気に曝されると特性が劣化することが知られてい
る。これは、有機膜と電極との界面に水分が浸入するこ
とにより、電子の注入が妨げられ、未発光領域としての
ダークスポットが発生したり、電極が腐食する現象によ
るもので、有機ＥＬ素子の安定性及び耐久性を高めるた
めには、有機ＥＬ素子を外気から遮断する封止技術が不
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可欠となっている。この封止技術に関しては、各種の提
案がなされているが、生産性及び耐久性の面で有効な手
段として、電極及び有機膜が形成されたガラス基板上
に、この電極及び有機膜を覆う封止部材を接着する方法
が採用されている。
【０００４】このようなガラス基板上に封止部材を接着
した有機ＥＬ表示パネルの従来例を図４及び図５に示
す。図４に示す例では、ガラス基板４１上には有機ＥＬ
層４２が形成されており、この有機ＥＬ層４２を覆うよ
うに、接着剤層４３を介して封止部材４４が接着されて
いる。ここで、ガラス基板４１は大判の基板であって、
その表面の複数領域にそれぞれ有機ＥＬ層４２が形成さ
れている。そして、その各々の有機ＥＬ層４２に対して
個別に封止部材４４が接着されている。
【０００５】この封止部材４４内にはポケット部４４ａ
が形成されており、このポケット部４４ａ内には乾燥剤
４５がそれぞれ配設されている。この乾燥剤４５につい
て説明を加えると、有機ＥＬ表示パネルの駆動に伴っ
て、封止部材４４で包囲されたパネル内が高温環境にな
り、このパネル内に、残留していた水分或いはガラス基
板４１や封止部材４３に付着していた水分が放出される
ことがある。乾燥剤４５は、このような封止部材４４の
接着後に放出された水分を吸着除去するために設けられ
るもので、封止部材４４を接着する前にポケット部４４
ａ内に乾燥剤４５を装填しておく。特に有機ＥＬ層は熱
に弱く、封止前に加熱処理して水分を完全に除去するこ
とができない。したがって、現状の有機ＥＬ材料を用い
たパネルでは、このように封止部材４４内へ乾燥剤４５
を配設することが不可欠となっている。
【０００６】図５に示す例は、同様にガラス基板５１上
に複数の有機ＥＬ層５２が形成されており、その有機Ｅ
Ｌ層５２を囲うように接着剤層５３が形成されている。
そして、このガラス基板上５１に乾燥剤５５を配置し
て、封止用のガラス板５４を貼り合わせている。上述の
各例では、カット位置ａ，ｂ，ｃにてガラス基板又は封
止部材が切断され、個別の有機ＥＬ表示パネルが得られ
る。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】上述の図４に示した従
来例では、封止部材４４の内部に乾燥剤５を配設するた
めのポケット部４４ａを形成するため、封止部材４４を
加工が容易な金属部材で形成している。このような金属
製の封止部材４４を用いた場合には、ガラス基板４１と
封止部材４４とを接着する接着剤に、紫外線硬化型樹脂
のみの接着剤を用いることができない。これは、金属製
の封止部材４４側から接着剤層４３に紫外線を照射する
ことができないからで、そのために、接着剤層４３とし
ては紫外線硬化型樹脂と熱硬化型樹脂を併用した接着剤
が使用されている。これによると、接着工程で有機ＥＬ
層４２にとって不利な加熱処理を施すことになり、有機
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ＥＬ層への影響を考慮に入れた繊細な作業が必要となっ
て、生産性を高める上での弊害となっていた。
【０００８】また、金属製の封止部材４４では、それ自
体の重量が嵩み、有機ＥＬ表示パネルの軽量化を図る上
でのネックとなっていた。
【０００９】更に、この従来例の製造工程に着目してみ
ると、複数の有機ＥＬ層４２が形成された大判のガラス
基板４１に対して、一つの封止部材４４内に１個の乾燥
剤４５を装填し、これを精密に位置合わせして、一つの
有機ＥＬ層４２を覆うように接着し、この工程を複数回
繰り返して一枚の大判ガラス基板４１に対する封止工程
を完了しており、複数の繰り返し作業が必要となって効
率的な生産ができなかった。これに対処するために、複
数の封止部材４４を一枚のトレイに配列し、それに対し
て個々に乾燥剤４５を装填し、一括で大判のガラス基板
４１に接着する方法も提案されているが、ガラス基板４
１と封止部材４４との位置決め精度が出し難く、高精度
の生産ができない問題があった。
【００１０】これ対して、図５に示す従来例は、ガラス
製の封止部材５４を用いているので軽量化が可能であ
り、接着剤層５３に対して紫外線硬化型樹脂を単独で用
いることもできる。また、一枚の封止部材５４を貼り合
わせるだけであるので効率的な生産も可能である。
【００１１】しかしながら、乾燥剤５５を有機ＥＬ層５
２の形成面と同一面上に配置しているので、乾燥剤５５
によってガラス基板５１の表面にデッドスペースが形成
されてしまい。ガラス基板５１の表面を表示面として有
効に活用できないという問題がある。
【００１２】本発明は、このような事情に対処するため
に提案されたものであって、封止作業が容易にでき、軽
量化が可能で、効率的且つ高精度な生産が可能であり、
しかもガラス基板の表示面を有効に活用することが可能
な、有機ＥＬ表示パネル及びその製造方法を提供するこ
とを目的とするものである。
【００１３】
【課題を解決するための手段】このような目的を達成す
るために、本発明は以下の特徴を有するものである。
【００１４】請求項１に係る発明は、有機ＥＬ層が配置
された一枚のガラス基板に対して、該有機ＥＬ層を封止
する封止部材を接着してなる有機ＥＬ表示パネルであっ
て、前記封止部材は、一枚のガラス部材に、前記有機Ｅ
Ｌ層の配置に対応する封止凹部が形成され、該封止凹部
に乾燥剤が装填されるポケット部が形成されてなること
を特徴とする。
【００１５】請求項２に係る発明は、請求項１記載の有
機ＥＬ表示パネルにおいて、前記封止部材は、前記有機
ＥＬ層を囲う接着剤層を介して接着され、該接着剤層を
紫外線硬化型樹脂によって形成したことを特徴とする。
【００１６】請求項３に係る発明は、一枚のガラス基板
上に複数の有機ＥＬ層を配置する工程と、前記複数の有
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機ＥＬ層の配置に対応する複数の封止凹部が形成され、
該封止凹部の各々に乾燥剤ポケット部が形成された、ガ
ラス製の封止部材を用意し、該封止部材の前記乾燥剤ポ
ケット部の各々に乾燥剤を装填する工程と、前記封止部
材の封止凹部を前記ガラス基板上の有機ＥＬ層に対して
位置決めする工程と、前記ガラス基板と前記封止部材と
を、前記有機ＥＬ層を個別に囲う接着剤層を介して接着
させる接着工程と、前記ガラス基板及び封止部材を各有
機ＥＬ層単位に切断し、個別の有機ＥＬ表示パネルを形
成する工程を含むことを特徴とする。
【００１７】請求項４に係る発明は、請求項３記載の有
機ＥＬ表示パネルの製造方法において、前記接着剤層
は、ガラス基板上又は封止部材の接着面上にスクリーン
印刷によって形成される紫外線硬化型樹脂層であること
を特徴とする。
【００１８】上述の特徴を備えた各請求項に係る発明
は、以下の作用をなす。
【００１９】請求項１，２に係る発明によると、例え
ば、複数の有機ＥＬ層が配置された一枚のガラス基板に
対して、各有機ＥＬ層を個別に封止する封止部材を接着
してなる有機ＥＬ表示パネルにおいて、封止部材を一枚
のガラス製部材で形成し、そのガラス製部材に各有機Ｅ
Ｌ層に対応する封止凹部と乾燥剤装填用のポケット部と
を形成し、これを各有機ＥＬ層を囲う接着剤層を介して
ガラス基板に接着した後個別に切断したものを含むもの
である。
【００２０】これによると、ガラス製にすることで封止
部材の軽量化を達成できると共に、封止部材側から紫外
線を照射することができるので、封止部材とガラス基板
との接着を紫外線硬化型樹脂の単独で行うことが可能な
り、封止工程から有機ＥＬ層に不利な熱処理を排除する
ことができる。そして、乾燥剤は封止凹部内のポケット
部に納められるので、ガラス基板上に乾燥剤スペースを
採られることが無く、ガラス基板を表示用に有効活用す
ることができる。
【００２１】また、一枚の封止部材に複数のポケット部
を形成した場合には、これに一括して乾燥剤を装填する
ことができ、乾燥剤の装填作業を簡略化することができ
ると共に、複数の封止凹部が形成された封止部材を一括
してガラス基板上の有機ＥＬ層に被せることができるの
で、封止部材のガラス基板に対する位置決めを簡易化す
ることができる。したがって、高効率且つ高精度の生産
が可能になる。
【００２２】請求項３～４は、請求項１，２の有機ＥＬ
表示パネルを製造するための製造方法であって、上述し
たように、乾燥剤を装填する工程、封止部材とガラス基
板とを位置決めする工程、封止部材とガラス基板との接
着工程において、高効率化又は高精度化を達成できる。
【００２３】また、複数有機ＥＬ層が形成された大判の
ガラス基板上に、複数の封止凹部が形成された大判のガ
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ラス製封止部材を接着し、これらを各有機ＥＬ層単位で
切断しているので、量産性に適した生産が可能になる。
【００２４】請求項４に係る発明では、接着剤層をガラ
ス基板又は封止部材の接着面上にスクリーン印刷によっ
て形成するので、薄膜の接着剤層を高精度に形成するこ
とができ、接着後の封止不良を排除することができる。
また、接着剤層を紫外線硬化型樹脂層とすることで、非
加熱の封止処理を行うことができる。
【００２５】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施形態を図面を
参照して説明する。
【００２６】図１は本発明の一実施形態に係る有機ＥＬ
表示パネルを示した断面図である。図において、大判状
のガラス基板１上には複数の有機ＥＬ層２が配置されて
いる。この有機ＥＬ層２は、ガラス基板１上に形成され
たＩＴＯ等の透明電極からなる陽極上に、例えば、銅フ
タロシアニンからなる正孔注入層、ＴＤＰ等からなる正
孔輸送層、Ａｌｑ

３
等からなる発光層又は電子輸送層、

ＬｉＯ
２
からなる電子注入層、Ａｌ等からなる陽極が順

次積層されて形成されたものであり、これが複数の領域
に区画されて形成されている。
【００２７】そして、このガラス基板１には、ガラス製
の封止部材４が接着剤層３を介して接着されている。封
止部材４には、ガラス基板１上に形成された有機ＥＬ層
２の配置に対応して複数の封止凹部４ａが形成されてお
り、この封止凹部４ａ内には乾燥剤装填用のポケット部
４ｂが形成されている。また、必要に応じて、隣接する
封止凹部４ａの間に切断用の窪み４ｃが形成されてい
る。接着剤層３は、エポキシ樹脂等の紫外線硬化型樹脂
により形成されるもので、有機ＥＬ層２を個別に囲うよ
うに形成されている。また、ポケット部４ｂ内には乾燥
剤５が装填されている。乾燥剤５としては、ＣａＯ，Ｂ
ａＯなどの化学的に水分吸着を行うもの、或いはシリカ
ゲルなどの物理的に水分吸着を行うもののいずれでもよ
い。
【００２８】このように形成された有機ＥＬ表示パネル
では、各有機ＥＬ層２は個別に封止部材４の封止凹部４
ａに覆われて外気から遮断された状態になっており、ガ
ラス基板１をカット位置ａで切断し、封止部材４をカッ
ト位置ｂ，ｃで切断することにより、各有機ＥＬ層２を
単位とする分割された有機ＥＬ表示パネルを形成する。
【００２９】この実施形態の有機ＥＬ表示パネルによる
と、封止部材４をガラス製にすることによって、従来の
金属製の封止部材と比較して、封止部材のみの重量で約
１／２の軽量化を達成することができる。また、乾燥剤
５を封止凹部４ａに形成されたポケット部４ｂに装填し
ているので、ガラス基板１の表示面側には乾燥剤を配置
するためのデッドスペースが形成されず、ガラス基板１
を表示面として有効に利用することができる。
【００３０】以下に、実施形態に係る有機ＥＬ表示パネ
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ルの製造方法を説明する。図２は、大判のガラス基板１
上に複数の有機ＥＬ層２を形成した状態を示している。
ガラス基板１上の設定されたカット線ａ１～ａ４によっ
て区画された領域のそれぞれに、例えば陽極，正孔注入
層，正孔輸送層，発光層，電子輸送層，電子注入層，陰
極からなる有機ＥＬ層２が順次蒸着されて配置される。
そして、その有機ＥＬ層２を個別に囲うように上述した
接着剤層３が後述する封止部材４の接着面上に塗布され
る。ここでは、封止部材４の接着面上に接着剤層３を形
成しているが、ガラス基板側に有機ＥＬ層２を個別に囲
うように接着剤層３を形成しても良い。
【００３１】接着剤層３の塗布は、ディスペンサを用い
る方法や各種の印刷方法によって行うことができるが、
特にスクリーン印刷法を用いることによって、薄層で且
つ高精度の接着剤層を形成することができる。この実施
形態のように、一枚のガラス基板に配置された複数の有
機ＥＬ層に対して、一枚の封止部材を用いて一括した封
止を行うものでは、接着剤層３の厚さをいかに均一化す
るかが封止の確実性を高めるための重要なポイントとな
る。スクリーン印刷によると、封止部材４の接着面上又
はガラス基板１の設定された箇所に、一工程で高精度の
接着剤層３を形成することがでる。また、この接着剤層
３の高さが高い場合には、封止部材４を接着して押圧す
る際に、封止された領域が加圧状態になってしまい、接
着後の封止不良を引き起こすことがある。このような封
止不良を無くすためにも、接着剤層３はスクリーン印刷
法により高精度の薄層に形成することが望ましい。
【００３２】図３は、図２のガラス基板１に対して接着
される封止部材４を示す説明図であり、同図（ａ）は平
面図、同図（ｂ）はｘｘ断面図である。封止部材４は、
ガラス製の平板に対してプレス，エッチング，ブラスト
処理等の加工を施して形成される。この封止部材４に
は、ガラス基板１における有機ＥＬ層２の配置に対応す
るように封止凹部４ａが形成され、その封止凹部４ａの
中央付近に乾燥剤装填用のポケット部４ｂが形成され、
封止凹部４ａのそれぞれの周囲には接着面４ｄが形成さ
れている。また、隣接する接着面４ｄで区画されて、切
断用の窪み４ｃが形成されている。
【００３３】このように加工されたガラス製の封止部材
４を用意し、この各ポケット部４ｂ内に上述した乾燥剤
５を一括して装填する。そして、この乾燥剤５が装填さ
れて接着剤層３が形成された封止部材４とガラス基板１
とを対面させて位置決めを行う。そして、ガラス基板１
と封止部材３とを接着剤層３を介して貼り合わせ、ガラ
ス基板１側と封止部材３側の両側から紫外線を照射し
て、接着剤層３を硬化させる。これによって、大判の集
合配置された有機ＥＬ表示パネルが得られる。
【００３４】その後、上述したカット位置ａ～ｃでガラ
ス基板１及び封止部材を切断することで、個々の有機Ｅ
Ｌ層２を単位とした有機ＥＬ表示パネルを形成する。



(5) 特開２００２－３５２９５１

10

20

7
【００３５】上述の製造方法によると、一枚の封止部材
４に複数のポケット部４ｂを形成し、これに一括して乾
燥剤５を装填することができ、乾燥剤５の装填作業を簡
略化することができると共に、複数の封止凹部４ａが形
成された封止部材４を一括してガラス基板１上の有機Ｅ
Ｌ層２に被せることができるので、封止部材３のガラス
基板１に対する位置決めを簡易化することができる。
【００３６】また、封止部材３がガラス製であることか
ら、接着剤層３を紫外線硬化型樹脂単独の接着剤で形成
し、ガラス基板１側だけでなく封止部材側３からも紫外
線を照射して接着を行うことができるので、封止工程か
ら有機ＥＬ層に不利な熱処理を排除することができる。
【００３７】
【発明の効果】本発明は上記のように構成されるので、
有機ＥＬ層が配置されたガラス基板に対して、有機ＥＬ
層を個別に封止する封止部材を接着してなる有機ＥＬ表
示パネル及びその製造方法において、封止作業が容易に
でき、軽量化が可能で、効率的且つ高精度な生産が可能
であり、しかもガラス基板の表示面を有効に活用するこ
とが可能となる。
【図面の簡単な説明】 *
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*【図１】本発明の一実施形態に係る有機ＥＬ表示パネル
を示した断面図である。
【図２】実施形態において、ガラス基板上に複数の有機
ＥＬ層を形成した状態を示めす説明図である。
【図３】実施形態における、封止部材を示す説明図であ
る。
【図４】従来の有機ＥＬ表示パネルを示す説明図であ
る。
【図５】従来の有機ＥＬ表示パネルを示す説明図であ
る。
【符号の説明】
１，４１，５１    ガラス基板
２，４２，５２    有機ＥＬ層
３，４３，５３    封止部材
４，４４，５４    封止部材
４ａ              封止凹部
４ｂ              ポケット部
４ｃ              切断用の窪み
４ｄ              接着面
５，４５，５５    乾燥剤

【図１】 【図２】

【図４】 【図５】
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